
 

第９回ブロック検討会で出された意見（090122） 

 

・ 内容的にはかなりよくなったと感じている。ただ、具体策が見えにくいので、今後明らかに

してほしい。 

・ 沿道市民として、現在の市道がどのように国 3・2・8 号線に接続されるのか。それが一番知

りたい。今後の詳しいまちづくりを検討するためにも早い段階で市民に示してほしい。 

・ まちづくりの具体化に向けた検討を早期に取り組んでほしい。また、専門家をメンバーとす

るならば、地域の市民と地元の状況を十分に把握している方をお願いしたい。 

・ 横断路の設置については地区計画等と並行して取り組みを進められないか。 

・ 道路の先行買収した土地が狭あい道路に面している場合、歩行者スペースを確保できないか。 

・ 幅員 36mの部分はH27までに完成すると思うが、買収対象外の不整形地の部分は、まちづく

りが進まないと思う。このような土地を、市が公園用地や避難場所として買収するなど支援

できないか。 

・ この計画（案）には、「バリアフリー」と「ユニバーサルデザイン」と二種類の言葉が使われ

ているが、これは意図的に使い分けしているのか。それならば注記を入れるなどして明確に

違いを表現していただきたい。 

・ 具体的に沿道をどういう形にしていくかが、この計画書からなかなか見えてこない（例えば

用途とか）。この計画の方向性を踏まえて、具体的な地区計画等が進んでいくのか。 

・ 今回の検討会は、このまま続くのか。それとも新たな組織による検討を考えているのか。 

・ 住民発意の地区計画は、時間もかかるし、調整が難しいのではないか。 

 

以上 


